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　2011 年 3 月 11 日発生した東日本大震災により、 お困りのおこさまのアレル

ギー患者さんがいらっしゃいます。 災害時には、環境の悪化に弱いアレルギー

のおこさまにとって大変な状況になります。 現に多くのお困りのおこさまとその

保護者の声を聞きます。

　本パンフレットは、 主に、 避難所でのアレルギーのおこさまのために作成し

てありますが、 ライフラインがまだ完全に復旧していないような場所や慣れな

い場所に疎開しているおこさまとその保護者のために、 日本小児アレルギー

学会が専門医と NPO 団体やアレルギー患者親の会と共に作成致しました。 こ

れは、 １ページ毎のテーマに関してまとめられているため、 パンフレットとして

使用することもできますし、 各疾患毎に保護者、 周囲の方、 行政の方に必要

な所だけ印刷してご利用頂くことも可能です。

　近くのお困りのおこさまのために使用して頂けましたら幸いです。
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ぜんそく （気管支ぜん息） は、 アレルギーの病気のひとつで、 さまざまな原因によってせきが

出やすくなったり､ぜんそく発作 （胸からゼーゼー、 ヒューヒューと音がする、 息が苦しくなるな

ど） を起こしたりします。 避難所など今までと違う環境で生活していると、 ぜんそくの状態が悪

化しやすくなりますが、 気をつけていれば毎日元気に生活できますので、 一緒に過ごされてい

る皆様には、 ぜんそくについて以下のことをご理解のうえ、 ご配慮ください。

1） ほこり、 煙、 強いにおいなどが発作の引き金
■寝具を拡げたりたたんだりする時のホコリや、 たばこ、 たき火、 蚊取り線香などから出

　 る煙を吸い込むと発作になることがありますので、 ぜんそくのこどもたちの近くでは気を

 　つけてあげてください。 また、 がれきからはいろいろな有害な粒子が飛んできて発作を

　 起こすことがありますので、 ぜんそくのこどもが近くにいる場合にはマスクをつけさせて

 　ください 。

■動物に対してもアレルギーのこどもがいますので、 その場合はご配慮ください。

■高血圧や糖尿病の人たちと同じように、 元気に生活するためには発作がなくても予防薬

　 を毎日使うことが大切です。 ぜんそくでよく使われる吸入薬のなかにはネブライザーとい

 　う電動の器械を使って吸入するものがあります。 このような場合には、 電源を優先的に

　 使うようご配慮下さい。 なお、 1 回の吸入には 10-15 分ほどかかります 。 

■強い発作が起こると､呼吸がしづらくなります。 苦しくて何度も目を覚ます、 座り込んで

 　苦しそうにしている、 などの症状がある時は救急の受診が必要ですので、 夜間であっ

　 ても早めに医療機関を受診できるようにご配慮下さい。

■ぜんそくでは、 発作までにはならなくても夜に咳き込んで急に泣き出したりすることが

 　時々ありますが、 これはぜんそくという病気のためですので、 ご理解のほどお願い申し

　 上げます。 

2） 発作の予防薬をきちんと使うことが大切です

3） 息が苦しそうな時は早めに受診を

こどものアレルギーに関するご相談　受付中 （相談無料）

①　メール相談 ： sup_jasp@gifu-u.ac.jp　（随時）

②　電話相談窓口 ： 090-7031-9581　（平日　午前 11 時～午後 2 時）
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お世話される方々へ
アトピー性皮ふ炎のこどもを

今までとは違う生活環境で、 アトピー性皮ふ炎をよい状態に保つことは、 とても難しいことだと思います。 これ

までと同じようにシャワーや入浴がなかなかできない状況で、 肌の状態を少しでも悪くしないために、 以下のよ

うな方法が考えられます。

■シャワーや入浴ができない時は、 熱すぎない程度のお湯でぬらしたタオルで全身の汗やほこりをやさし

　 くぬぐったり、 押しふきしてあげてください。 全身をふいた後は肌はどんどん乾燥しますので、 早めに

 　ぬり薬 （ステロイド入りや保湿用のぬり薬） をつけましょう。

※　市販のウエットティッシュやおしりふきを使うと、 香料やアルコールなどの成分で

　   かえって肌があれることがありますので、 まず肌の一部で試してみてからお使いください。

■シャワーや入浴ができない状態が続くと、 一般的には肌の調子がわるくなります。

 　そのため、 普段からステロイド入りのぬり薬を使っている人は、 いつもより強めのステロイドを使うことを

　 お勧めします。 普段は保湿用のぬり薬だけで十分な方も、 早めにステロイド入りのぬり薬を使うことを　

   お勧めします。 手元にステロイド入りのぬり薬がない場合は、 医師に相談してみるとよい

 　でしょう。 一時的にステロイド入りのぬり薬を強くしたり始めたりしても、 適切な

　 スキンケアや治療ができていれば、 元の薬に戻したりステロイドを中止することは

　 可能です。

■今まで使用していたステロイド入りのぬり薬が手元にない時は、 同じくらいの強さや効果を

 　もつ薬で代用しても大丈夫です。 保湿用のぬり薬を市販のもので代用することも問題ありま

　 せんが、 人によっては一部の製品が肌に合わないこともあります。 初めて使う時には、

 　肌の一部で試してみてからお使いください。

■肌のお手入れが十分できないうえに様々なストレスや体調不良が加わって、 かゆみが強くなることがあ

 　ります。 かゆがる部分を冷たいタオルなどで冷やすと、 一時的に楽になることがあります

 　（ただし、 ぬれたタオルを長い時間直接肌に当てないように、 また小さいお子さんでは

　 体が冷えないように注意してください）。 皮ふ炎がひどい場合には、 ステロイド入りの

 　ぬり薬をしっかり使いましょう。 また、 遊びなどに集中させて気をそらしてあげることも、

 　時には効果があります。

■シャワーや入浴ができる機会があれば、 病状を説明して優先して利用できるか係りの方に尋ねてみま

　 しょう。 できれば毎日、 石けんを使って体を洗い、 よく流すとよいでしょう。 しかし、 石けんを使わない

　 シャワー浴だけでも効果はあります。 特に、 汗をかいたら早めに洗い流すとより効果的です。

　 しかし、 以上の対策をしても悪化して眠れないような状態が続くときには入院治療を

 　おすすめします。
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